
数学科学習指導案
平成２３年１１月１７日（金）５校時

指導学級 ３年 ３組

授業会場 ３年 ３組

指 導 者 田畑 将人

１ 単元名 「相似な図形」

２ 単元の指導目標

図形の性質を三角形の相似条件などを基にして確かめ，論理的に考察し表現する能力を伸ばし，

相似な図形の性質を用いて考察することができるようにする。

（１）平面図形の相似の意味及び三角形の相似条件について理解することができるようにする。

（２）三角形の相似条件などを基にして図形の基本的な性質を論理的に確かめることができる

ようにする。

（３）平行線と線分の比についての性質を見いだし，それらを確かめることができるようにする。

（４）基本的な立体の相似の意味と，相似な図形の相似比と面積比及び体積比の関係について理

解することができるようにする。

（５） 相似な図形の性質を具体的な場面で活用することができるようにする。

３ 単元の評価規準

数学への

関心・意欲・態度
数学的な見方や考え方 数学的な技能

数量，図形などについて

の知識・理解

① 様々な事象を相似

な図形の性質などで

とらえたり，平面図

形の基本的な性質や

関係を見いだしたり

するなど，数学的に

表現することに関心

を持ち，意欲的に数

学を問題の解決に活

用して考えたり，判

断したりしようとし

ている。

② 相似な図形の性質

などについての基礎

的な知識及び技能を

活用しながら，事象

に潜む関係や法則を

見いだしたり，数学

的な推論の方法を用

いて論理的に考察し

表現したり，その過

程を振り返って考え

を深めたりするな

ど，数学的な見方や

考え方を身に付けて

いる。

③ 相似な図形の性

質，三角形の相似条

件などを，数学の用

語や記号を用いて簡

潔に表現するなど，

技能を身に付けてい

る。

④ 相似の意味，三角形

の相似条件，平行線と

線分の比についての

性質，相似比と面積比

及び体積比の関係な

どを理解し，知識を身

に付けている。

４ 単元について

（１） 単元について

学習指導要領の第3学年の目標（２）に「図形の相似，円周角と中心角の関係や三平方の定理

について，観察，操作や実験などの活動を通して理解し，それらを図形の性質の考察や計量に用

いる能力を伸ばすとともに，図形について見通しをもって論理的に考察し表現する能力を伸ばす」

とある。図形の相似は小学校算数科において，第6学年で図形についての観察や構成などの活動

を通して，縮図や拡大図について学習し，二つの図形の形が同じであるということを縮図や拡大

図を通して理解させている。中学校数学科ではこれらの学習の上に立って，第1学年では，角の

二等分線などの作図，対称移動などの図形の移動で図形の合同につなげている。第2学年では，



図形の合同について理解し図形についての見方を深め，論理的に考察し表現する能力を養うこと

により，三角形や多角形などについて形が同じであることの意味をさらに明確にしている。

そこで本単元では,自分たちの住んでいる地域の縮尺を求め，その縮尺を使って実際の距離を

求めることで，図形の相似の意味につなげている。新たに，相似な図形を方眼紙を用いず，相似

の中心を用いることで書くことができるようにしている。さらに相似比を理解し，1年生のとき

の既習事項の比例式の復習をして，相似な図形の対応する辺の長さを求められるようになってい

る。論証問題に必要な三角形の相似条件を，既習事項の三角形の合同条件から導かせる。さらに，

三角形と比の定理，中点連結定理，任意等分の作図を考えることで，角の二等分線と辺と比の関

係を，仮説に従って証明している。

（２） 生徒について

仙台市標準学力検査の結果から分析すると，3年年は「与えられた四角形が平行四辺形である

といえる根拠となる事柄を選択することができる」という設問の正答率が期待正答率と同程度に

対して，他の評価では全て上回っているという結果になった。また全体的に見て，基本的な知識

と応用力がバランスよく身に付いていることがわかった。さらに，仙台市学習状況調査では58％

前後の生徒が「学校の授業などで，自分の考えを文章に書いたり，説明するのは好きな方だ」，

88％前後の生徒が「自分自身の力で，何とかして答えを見つけたい」という結果になった。

3年 3組は，男子 17名，女子 13名，計 30名である。数学科アンケートを行った結果，本学

級の生徒は，「数学の学習」は得意・どちらかと言えば得意の生徒が 57％という結果になった。

しかし，小項目の質問では，「新しい知識について知る」ことは 96％前後，「式やグラフ，表

などを読み取って何かを考える」ことは 85％前後，「グループ学習での話し合い・意見交換」

は 82％前後の生徒が得意・どちらかと言えば得意と答えた。この結果から，意欲的な生徒が多

いということがわかった。また，自分で考えたことを文章に表現したり，言葉で表したりする

ことが 60％前後という結果で一番低かったことから，思考力が不足していると推測される。さ

らに，好きな単元に図形を選んだ生徒は 71％と高い結果となった。ただしその中の生徒で証明

を苦手としている生徒が 30％もいることからもわかるように，証明に苦手意識があると考えら

れる。

さらに，本学級の生徒は仙台市標準学力検査の「与えられた四角形が平行四辺形であるとい

える根拠となる事柄を選択することができる」が期待正答率を唯一下回ったことから，算数・

数学の中でも論理的に考察し，表現するところに対して苦手意識をもっている生徒が多いこと

も事実である。これは，基本の問題には対応できても，応用問題になると苦手意識が高くなる

生徒が多いことからも推測される。

これらを基に，始業時の小テスト，生徒への課題提出などのきめ細かな声がけ，机間指導の

際の励ましや支援，黒板前の小集団指導，そしてグループ活動の実施などを通して苦手意識を

解消し，底辺層の底上げと中位・上位層の向上に努めたい。

（３） 校内研究主題との関連

本校の研究主題は「自ら課題を持ち，互いに学び合う生徒の育成～自分の考えを持ち，よりよ

く表現し合う言語活動を通して～」である。この研究主題を受け，数学科では「主体的に学習に

取り組み，数理的に考察し，自分の考えを表現し，考えを深めるための指導法の工夫」を校内研

究テーマとした。この主題に迫るために数学科では，授業の工夫に以下の4点を掲げている。



① 単元ごとに少人数指導を取り入れ，基礎・応用コースに分け，習熟度を加味した指導を行

い，定着を図る

② 授業前に短時間でできる計算プリントに取り組ませ，興味・関心を高め，基礎力を育成す

る。

③ 復習プリントとスキルアップシートで基礎学力の定着を確認し，家庭学習の習慣化を図る。

④ 発表の機会を増やし，数学的な考え方を育てる。

また，文部科学省の「言語活動の充実に関する指導事例集」によると，数学科の言語活動の充

実においては，生徒が学んだ数学を活用して考えたり判断したりすることをよりよく行うことが

できるよう，言葉や数，式，図，表，グラフなどの数学的な表現を用いて，論理的に考察し表現

したり，その過程を振り返って考えを深めたりする学習活動を充実することが重要であると明示

された。言語活動を充実させるために以下の点に留意していきたい。

① 数学的な表現を適切に用いることができるよう，具体的な事象を数学的に表現したり，処

理したりする技能を高める学習活動を充実する。

② 数学的な推論を的確に進めることができるよう，思考の過程や判断の根拠などを数学的に

表現して説明したり，数学的に表現されたものについて話し合って解釈したりする学習活動

を充実する。

③ 数学的に表現したり，それを解釈したりすることのよさを実感できるよう，数や図形の

性質などについて伝え合うことで，お互いの考えをよりよいものに改めたり，一人では気

付くことのできなかったことを見いだしたりする機会を設けることに留意する。

これを受けて，数学科では言語活動を，応用問題や証明問題において，筋道を立てて自分の

考えを構築し，表現できる活動とした。その手立てとして，以下の点に留意している。

① 基礎的・基本的な知識及び技能を活用し数学的な表現を用いて根拠を明らかにし，自分

の考えをノートに書かせる。

② グループで話し合い，考えを深めさせる。

③ 数学的表現を用いて根拠を明らかにし，筋道を立てて説明する。

（４） 指導にあたって

図形の論証は，生徒が苦手とする単元である。証明がわからない，証明ができない，証明を

誤るという生徒がたくさんいると言われている。この原因として，『証明ができない』原因，

つまり，証明問題の難しさは，筋道を立てて正しく推論することができない，論証の糸口が発

見できない，補助線が見つけられない，どう考えていってよいかわからないなどの理由による

と思われる。

数学の学習を通して，数学のおもしろさを生徒に感じさせたいと考えている。中でも，図形

の論証は，補助線を1本引いただけで解法が見えたといわれるように，生徒が｢発見の喜び｣を

最も感じられる可能性が高い学習の一つである。

以上のことから，図形の論証学習において，生徒が発見する喜びを体験できる指導内容・方

法を探し出し，それを基に授業構想を立てることを考えている。

生徒には第2学年で，図形・論証領域のまとめとして，帰納的な方法や類推的な方法を取り

入れた。論理的に筋道を立てて推論することの大切さに気づかせながら，新たな図形の性質を

発見する喜びを感じさせること，証明を読んで新たな図形の性質を見いだす学習に取り組むこ

とのできる学習をしている。しかし，第3学年になっても，証明することを苦手に思う生徒は

少なくない。ここでは，こうした状況を改善するために，生徒が各自ですぐに証明に取り組む



のではなく，全体で話し合いながら，問題の条件を整理したり，仮定と結論のつながりを考え

たり，証明を読んだり，補助線の引き方に注目したりして証明の方針を立てる場面を取り上げ

た。

前時には，辺を任意等分するにはどのように考えればいいか考える。その内容を基に本時で

は，角の二等分線で底辺がどのようなに内分されるかを取り扱う。さらに，第2学年で指導し

た「二等辺三角形の頂角の二等分線は底辺を垂直に2等分する」ことを基にAB：AC＝BD：DC

を考え，また方眼紙を用いて既習事項を考えやすくすることで発見させ，理解を深める。

次時では，証明を読むことで解くことができる問題を応用問題で扱い，証明の意義に結びつ

け，内角の二等分線の定理を証明させる。さらに，多様な証明を考えることで，証明を発見す

る喜び，証明を読むことでいろいろ考えることができることを学ばせたい。また，上位層に対

しては外角の二等分線の問題も考えさせたい。これは高校で学習するものだが，この流れで学

習することで解けることを学ばせたい。

５ 題材の指導計画（本時15／18時間）

時 主な学習内容・学習活動 指導上の留意点
評価

基準

主な

言語活動

１
自分たちの住んでいる地域の縮尺を求め，その

縮尺を使って実際の距離を求めることで，図形の
相似の意味につなげ，理解する。

社会で学習している縮図を
自分たちの地域で復習するこ
とで，相似を理解させる。

①
④

感受・表現

理解・伝達

２

１ 図形の性質を理解させ，相似な図形を記号で
表し，また対応する辺の長さと角の大きさも記
号で表せるようにする。

２ 相似な図形を方眼紙を用いて書くことがで
きるようにする。

対応する順に書くことを理
解させる。

対応する辺に注意させる。

④

③

理解・伝達

解釈・説明

３

１ 相似な図形を方眼紙を用いず，相似の中心を
用いることで書くことができるようにする。

２ 相似比を理解し，2つの図形を相似比で表せ
るようにする。

相似の中心を使うことで，
相似の図形を方眼紙を用いず
に作図できることを理解させ
る。

③

理解・伝達

４
比例式の復習をして，相似な図形の対応する

辺の長さを求められるようにする。
対応する辺を考え，比例式

で求めるようにさせる。
③

理解・伝達

５

１ 三角形の合同条件から，3つの要素を用いて
いることを復習させ，相似な図形も 3つの要素
で考えられないかに気づき，実際に書く。さら
に，合同条件では辺も用いていることから 1つ
の要素に辺を用い，考える。また，三角形の合
同条件と同じことを認識する。

２ 上記の内容以外で，相似な図形が書けないか
を，相似な図形の性質を考え，角を平行移動を
することでいくつも相似な図形をかけること
を理解し，1組の対応する辺の比が等しく，そ
の両端の角がそれぞれ等しいことが過剰条件
だと認識し，相似条件 3つをまとめる。

相似条件を合同条件から導
くことで，過剰条件に注意さ
せる。

④
②

理解・伝達

解釈・説明

討論・協同

６

１ 相似の三角形を選び出し，その時に使った相
似条件を考える。

２ 相似な三角形を見つけ出すために，二つの

三角形を描き出す。さらに証明としての形式

的な表現などにとらわれずに書き，確認する。

対応する辺の比が等しいか
どうか調べるのに，最小の自
然数の辺の比に直すこと，角
を全て求めさせる。

③

④

解釈・説明

討論・協同

７
前時で証明を簡単に説明したことで，証明の方

針を立てて証明する。

三角形の相似条件を用いた
証明の初問であるので，証明
の仕方の展望として指導す
る。

②

評価・論述

８
いろいろな問題を証明する。また相似を利用し

て，身近な問題を考える。
相似の三角形を考えさせ

る。
②
③

評価・論述



９
・
10

三角形の1辺に平行な直線と他の2辺に関する
性質を理解し，線分の長さを求めたり，図形の性
質を証明したりする。

平行線をひくことで，前時
までの三角形と比の定理に結
びつけさせる。

②
③ 解釈・説明

11
・
12

中点連結定理を三角形と比の定理から考え，理
解を深め，練習問題をする。

証明の方針としてまとめ

るために，整理したことの

間のつながりを考えさせ

る。

②
③

解釈・説明

評価・論述

13
平行線と比の性質を理解し，それを利用して線

分を求める。

平行線と比の定理を証明
し，実際に辺の長さを求めさ
せる。

③
解釈・説明

14
辺を任意等分するにはどのように考えればい

いか考える。

いろいろな考えをグループ
で平行線と比の定理を活用す
ることで理解させる。

①
評価・論述

15
本
時

方眼紙を用いて，角の二等分線と辺の比の関係
を発見することができる。

話し合いの場面を設けて，
問題の中でわかっているこ
とや，これから明らかにしな
ければならないことを整理
させる。

②

討論・協同

16
角の二等分線と辺と比の関係を，証明に従って

証明することができる。

１ 証明の方針を基に，証明

をまとめることができる

ようにさせる。
２ 他者の意見を参考にし，

自身の見方や考え方を広げ
させる。

②

評価・論述

討論・協同

17
相似な平面図形の周や面積の比と相似比との

関連を理解し，それを利用して問題を解決する。

多角形の場合でも，三角形
に直すことで相似を考えるこ
とができることを理解させ
る。

③
④

解釈・説明

18
相似な立体の表面積や体積の比と相似比との

関連を理解し，それを利用して問題を解決する。

立体でも平面図形ではどの
ように考えたかを考えさせ，
理解させる。

③
解釈・説明

６ 本時の指導

（１） 題材名 「平行線と比の性質の利用」

（２） 本時のねらい

角の二等分線の関係を，方眼紙を用いることで導くことができる。

（３） 本時の提案

（４） 本時の指導過程

段

階

主な学習内容

・学習活動
指導上の留意点

評価基準・

評価方法

１ 課題を知る。

［提案］

１ 角の二等分線と辺の比の関係を，方眼紙を用いることで発見することができているか。

２ 角の二等分線と辺の比の関係の仮説が成り立つ理由を説明しようとしているか。

三角形の内角の二等分線によって，その角の向かいの辺

は，どのような辺の比に分けられるだろうか。

BD:DC＝？



導

入

15

分

２ 課題の把握①

・特別な三角形につ

いて確認する。

・一般の三角形につ

いて，図で確認する。

・課題の把握のために次の場合について考えさせる。

(１)二等辺三角形について考えさせる。

・電子黒板＜資料１＞で二等辺

三角形の場合を確認して，頂角∠Aの

二等分線で底辺BCがどのような比に

分けられるかを確認させる。

BD:DC＝１：１

・さらに，１：１になっている辺の比の部分はあるか考

えさせる。

・AB：BC＝１：１になることを追求するが，AB：BC＝BD:

DCになることまでは追求しない。

(２)一般の三角形について考えさせる。

個人で考える。＜パーソナルアイディアシート＞

① 2つの問題でBD：DCの比を求めさせる。

・BD:DCを求め

ようとしてい

るか。

＜観察・

机間指導＞

・方眼紙を利

用して，既習

事項を活用し

ているか。

＜観察・

机間指導＞

＜提案１＞

・方眼紙に書かれた

三角形で課題を把握

する。

・仮説の確認をする。

・方眼紙を活用することで，平行線と比の関係を考える

ことが容易になり，求めさせる手がかりとする。

② △ABCを自分で作図し，自分の考えた図でBD:DCを確

認させる。その際，実際の比だけではなく，等しい辺の

組を考えさせる。

・自分で考える際，方眼紙に縦軸を対称軸とする三角形

を書いて考えさせる。

・角の二等分線の性質の復習をさせる。

・等しい辺の組を考えさせることを説明させる。証明に

しないで自分の言葉で整理させる。

展

開

①

24

分

３ 課題を深める。

・グループで話し合

う。

③ グループを作り，仮説を話し合わせる。

・グループでの役割を決めさせ，＜グループアイディア

シート＞を活用させる。

・字を書くとき，図を描くときは大きく描かせる。

・角の二等分線によって，どのように分けられたかをま

とめる。

・角を挟む二辺の比で線分BCが分けられていることを確

認させる。

・グループで

協力して考え

ているか。

＜観察・

机間指導＞

・方眼紙を利

用して，既習

事項を活用し

ているか。

＜観察・

机間指導＞

＜提案２＞ ・予想される仮説

・長方形を作り考える。

・面積から考える。

・中点連結定理から考える。

・垂線を下ろし考える。

・方眼紙を利用して，傾きから考える。

・平行線から考える。

・三角形の相似から考える。

展

開

②

10

分

４ 発表する。

・一般の三角形につ

いて，仮説が成り立

つことを考える。

・グループごとの発表から，仮説の正当性を確認させる。

・全ての班に仮説と図を黒板に貼り，2～3程度発表させ

る。
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終

結

1分

５ 本時の整理

・次時の予告と自己

評価カードを記入す

る。

５ 本時の学習内容を整理，次時の学習内容を確認する。

（５） 準備物

電子黒板，パソコン，定規，自己評価カード，プリント

（６） 本時の評価

評価

基準

評価規準に照らした評価

十分に満足できる（A） 支援が必要である生徒への手だて（C）

②

角の二等分線と辺の比の関係を理解し，方眼

紙を用いて仮説を説明できる。

角の二等分線と辺の比の関係を理解するた

めに，方眼紙を用いることで，補助線を引くこ

と，既習事項を使うヒントを出す。

（７） 板書計画

△ABCにおいて，∠BAD＝∠CADならば AB：AC＝BD： DC

角の二等分線によって，その角の向かいの辺は，そ

の角を作る２辺の比に分けられる

△ABCにおいて

∠BAD＝∠CADならば

AB：AC ＝BD：DC

11/17

(木)

各班の考えを貼る


